	12月定例教育委員会会議録

	開催年月日
	平成19年12月25日（火）

	開催時刻
	午後1時30分

	開催場所
	市役所別館　2階会議室

	出席委員
	委　員　長　　亀　山　亜左子　　　 委員長職務代理　　圓　川　雅　典
委　　　　員　　森　　　秀　輔　　　 委　　　　員　　髙　倉　良　子

教　育　長　　合　原　多賀雄

	出席参与
	教育次長　　今　井　健　二　　  参与兼中央公民館長　　 日　野　和　則
参与兼生涯学習課長　　武　内　正　英　　　 教育総務課長　　多　田　哲　祥

学校教育課長　　小　池　昭太郎       体育保健課長　　諌　山　孝　司
文化財保護課長　　原　田　文　利　　　 人権・同和教育室長　　江　田　隆　生
淡窓図書館長　　春　武　淑　子       博物館長　　中　島　正　利
給食センター所長　　倉　嶋　清　司

	書　　　　記
	教育総務課総務企画係長　　諌　山　清　成

	附議案件
	教育長報告

議案第49号　日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正について
議案第50号　日田市立学校児童生徒就学援助規程の一部改正について
議案第51号　日田市立学校児童生徒特別支援学級就学援助規程の一部改正
について
議案第52号  日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率
及び補助金等交申請の時期を定める告示の一部を改正する告示
議案第53号  日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更に
ついて
報告事項　　　報告第12号　 寄附採納報告（平成19年11月期分）
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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長の報告　平成19年第4回市議会定例会の一般質問の答弁について報告する。教育行政を進める基本方針についての質問には、第5次日田市総合計画に基づく日田市教育行政実施方針に沿い教育行政を進めることを、また、日田市立小中学校環境整備検討委員会についての質問には、旧郡部に限らず全市的な教育環境整備検討委員会であることを答弁した。高校寄宿舎については、全員協議会の中ではあるが、20年8月までに存続か廃止の結論を出すことを説明し了承を得た。
議案第49号「日田市立学校職員衛生管理規程の一部改正について」、議案第50号「日田市立学校児童生徒就学援助規程の一部改正について」及び議案第51号「日田市立学校児童生徒特別支援学級就学援助規程の一部改正について」を一括して提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
議案第49号、議案第50号及び議案第51号については、学校教育法の一部が改正され同規程に引用している条項に移動が生じたので改正するものである。それぞれ改正前、改正後の下線が引いている部分である。引用条項の移動のみで、規程の主旨には一切変更がないところである。
説明のあった議案第49号、議案第50号及び議案第51号について意見を求める。

議案第49号、議案第50号及び議案第51号について意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　
（議案第49号・議案第50号・議案第51号　議決）

議案第52号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
本案は、補助対象補助金に総合型地域スポーツクラブの運営に要する経費を加え、補助率を予算に定める額とするものである。適用は、平成19年度予算からである。
説明のあった議案第52号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」について意見を求める。

議案第52号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」について意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第52号　議決）

議案第53号「日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
本案は、日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画に、番号165、保存計画番号90の伝統的建築物を１棟追加するものである。本建築物は、大正11年の建築で、面積は114.4㎡、位置は図－2分布図に記載しているとおりである。本計画に追加されることにより伝統的建造物群保存事業の助成措置の対象となるものである。
説明のあった議案第53号「日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について」について意見を求める。

今回追加した理由は何か。

伝統的建造物として特定されると色んな規制がかかり除却等も事由に出来なくなる。伝統的建造物としての特定には、所有者の同意が必要であるが、今回所有者の同意が得られたので、日田市町並み保存審議会に諮り承認を得たので、伝統的建造物群保存地区保存計画に追加するものである。
今回の建築物は大正の建築物ということであるが、同じ通りの計画番号44、43-1、43-2も同時期の建築物なのか。

計画番号44は、同じ大正時代の建築物であるが、後は江戸末期から昭和まで各時代の建物が混在しているところである。
参考までに、昭和の建築物はどれがあるか。

分布図からは昭和の建築物は明確ではないが、概ね50年を経過した建物が対象となるので、昭和30年以前に建築された建物が対象となる。江戸末期、明治、大正、昭和の建物が混在しているところが豆田地区の特色でもある。
議案第53号「日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第53号　議決）

報告第12号「寄附採納報告（平成19年11月期分）」の報告を指示する。

　
11月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

　教育を考える週間（秋）のまとめについて報告する。
　重要文化的景観の内、池の鶴地区の圃場整備の関係について報告する。
次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成20年1月29日（火）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後2時35分
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